
原爆先生（池田眞徳）の特別授業 特定非営利活動法人原爆先生 （旧名称：

特定非営利活動法人ヒロシマの九日間） 

＃）原子爆弾の放射能汚染と、福島原発周辺地域の放射能汚染 

福島原発周辺地域の土壌が放射能汚染され、何十年もの間、人が住めない、

作物が作れない、などという不安が避難住民に蔓延しています。 

しからば、広島や長崎で原子爆弾が炸裂した後、それぞれの都市がすぐに

復興ができたのはなぜか、という大きな疑問が生じます。この疑問は物理好

きの者でなくとも、原子爆弾と原子力発電が同じ核分裂という現象によって

成されているということを知っている人には必ず生じる疑問であります。し

かし、これだけ福島原発が大きな問題となっているのに、テレビなどではこ

の疑問すら話題にならないのは、まったく摩訶不思議なことであります。 

また、ヒロシマ・ナガサキの原爆放射線と福島原発事故の放射線量は、福島

原発の方が１００倍ほど多い、というような話も飛び込んできます。さて、

どうなんでしょうか？ 

 この回答を下記します。但し、日本にはご承知のようにヒロシマとナガサ

キの両都市に原子爆弾が投下されましたが、ここではヒロシマ原子爆弾に関

して説明することにします。（一部に私見があることをご了承ください） 

 原子爆弾の放射線には、「初期放射線」と「残留放射線」の二種類がありま

す。 

初期放射線とは、原子爆弾が爆発した時に発生する放射線です。ウラン（ナ



ガサキの場合はプルトニウム）の核分裂によって生じた分裂片（核分裂生成

物）から発生するガンマ線と、核分裂によって一気に発生する中性子からな

る中性子線です。ガンマ線も中性子線も非常に大きなエネルギーをもった放

射線で、人体が取り込みますと大きな障害を与えるものです。 

ヒロシマ原爆の初期放射線量を下記に表します。（財団法人放射線影響研究所

より・・・同所の単位はグレイ） 

１）爆心地（０ｍ地点）   

ガンマ線 １２３，０００ ｍｓｖ（ミリシーベルト） 

  中性子線  ３５，０００ ｍｓｖ 

 ２）５００ｍ地点       

ガンマ線  ３５，０００ ｍｓｖ（ミリシーベルト） 

  中性子線   ６，４００ ｍｓｖ 

本来はグレイという単位で表していますが、現在テレビなどで多く表現され

ている人間が受ける放射線量単位のｍｓｖ（ミリシーベルト）に換算して表

記しました。（換算は当ＮＰＯ法人が行いました。換算した理由は比較しやす

いからです） 

 この数値をご覧になって驚かれると思いますが、原子爆弾では、一瞬でこ

れだけ大量の放射線が放出されます。ゆえに、爆心から１ｋｍ内にいた人の

殆どは、この大量放射線を直射され即死しました。いや、原子爆弾の威力は

熱線と衝撃波という大きなものがあり、爆心直下では３０００℃もの超高熱



となったため、放射線死よりも先に蒸発死したのが現実であります。 

 この初期放射線は、空中を放射線が直進してくる「空中放射線」ですので、

爆心から距離が遠くなればなるほど放射線量が下がりますし、また、遮蔽物

があれば減衰します。だから、爆心から遠方にいた人、家の中にいた人、物

陰にいた人などは放射線照射を大幅に免れました。 

 私の父は、ドラム缶にもたれていましたゆえに、このドラム缶が遮蔽物と

なって熱線と放射線を免れ、一命をとりとめました。 

原子爆弾は、１億分の１秒という極短い時間に超大量の核分裂を行なわせ、

爆発状態にさせるものですからこのような初期放射線が発生します。反して

原子力発電は、核分裂をゆっくり起こさせるものであり、さらに福島原発で

は核分裂が終焉させた状態でしたので初期放射線が外部に漏れ出ることはあ

りませんでした。 

 次に残留放射線です。 

残留放射線は、原子爆弾の核分裂によって生じた放射能をもった分裂片が、

長期的に放射線を放出するものです。ヒロシマ原爆（リトルボーイ）に積載

されたウラン２３５は５０㎏と言われており、その内８００ｇのウラン２３

５が核分裂を起こしました。８００ｇのウラン２３５を構成する核は１０の

２４乗個、つまり１兆×１兆の膨大な数があり、それが二つに分裂するので

すから天文学的な数の放射性物質が生じます。それだけでなく、分裂しなか

ったウラン２３５が４９㎏あり、このウラン２３５もすべて放射性物質とな



って長期間放射線を放出します。この中には、今世の中を騒がしていますセ

シウムもあればヨウ素もあり、ストロンチウムも勿論あります。約２００種

類の放射性物質（同位体を含める）があったと言われています。その放射性

物質には何百年、いや何億年間も放射線を出し続けるものがありますので、

これら大量の放射性物質が広島市の土壌に落ちれば、広島市はそれこそ半永

久に人が住めない廃墟の街となっていたことでしょう。（なぜ広島市が現在の

繁栄を得ているのかは後記します） 

 このように、原子爆弾は長期的に放射線を出す大量の放射性物質を一気に

撒き散らしているのです。 

 反して福島原発の場合は、冷却水の不足によって燃料棒が溶け出し、その

燃料棒から出た放射性物質が圧力容器や格納容器から一部が漏れ、水素爆発

によって大気に拡散されたり、また水と一緒に外部に出て拡散されたもので

す。ですから、現状では原子爆弾と比較する必要はないのですが、これがも

し、炉心溶融（メルトダウン）となって溶融した燃料棒が容器の外に出たと

したら、今の何百倍何千倍もの放射性物質が出ることは間違いありません。

この点には特に注意をはらってください。 

 さて本題に戻って、これだけヒロシマの原子爆弾では、膨大な分裂片が一

気に発生したのに広島市の土壌は放射線で汚染されなかったのか？（汚染さ

れたのは事実ですが、永久に人が住めない量の汚染がされなかったのか、と

いうことです） 



大量の放射性物質はどこに消えたのでしょうか？ 

 １９４５年（昭和２０年）８月６日午前８時１５分、広島市の原爆ドーム

からほんの少し離れた島病院の上空５７０ｍで原子爆弾（リトルボーイ）は

爆発しました。 

この上空５７０ｍが第一の原因です。 

「熱線」「衝撃波」「放射線」が原子爆弾の三大威力ですが、熱線と衝撃波は

原子爆弾を上空で爆発させば威力が大きくなります。反して放射線は上空で

あれば威力が落ち、また土壌が放射線で汚染される度合いも低くなります。

（地表で爆発させた場合の放射線威力については、たぶん日本ではデータが

ないと思います。原爆の実験がされていないからです） 

次に、ヒロシマ原子爆弾が爆発した瞬間、紫がかった赤い発光体は直径２０

０ｍの球体に膨れ上がり、その球体の中心温度は１００万℃、球体の外周で

も７０００℃に達しました。実はこの１００万℃および７０００℃が第二の

原因です。 

 これだけの超高熱は、核分裂の分裂片、ウラン２３５の燃え残り、そして

爆弾の容器など、すべてのものを一瞬のうちに気化させました。この高熱は、

爆心地付近の空気を一気に膨張させ、爆心地付近は一時真空地帯になりまし

たが、その後、今度は周りの空気が真空地帯に逆流し、強い上昇気流によっ

て塵や残骸粉そして気化した放射性物質が上昇気流に乗って成層圏近くまで

上昇し、多くは気流に乗って拡散しました。一部の残骸粉や放射性物質は「黒



い雤」となって広島市の北西部に降り注ぎましたが、前記しましたように多

くの放射性物質は気流に乗って拡散したようです。（地表に落ちてくる放射性

物質を「死の灰」＝「フォールアウト」といいます） 

 このように、気化した分裂片（放射性物質）の殆どは上昇気流で成層圏付

近まで舞い上がり、気流に乗って世界各国に分散されました。だから、広島

市は大量汚染を免れたのでしょう。 

 放射性物質は、近隣県や遠く離れた大阪や東京にも多くは降り注いだはず

です。しかし、当時は線量計が発達しておらず、どこでどの程度の放射線量

が計測されたかは不明です。ですが、おそらく世界中に放射性物質を撒き散

らしたと考えられます。つまり、放射性物質が世界に拡散されることによっ

て局地的な土壌汚染を回避したとも言えるのでしょう。 

世界の各国で行なわれたプルトニウム原子爆弾の実験で、プルトニウムが世

界中に拡散され、日本の土壌にも若干ではありますがプルトニウムが検出さ

れます。プルトニウムは天然では産出されない人工的なものですので、プル

トニウムが日本の土壌にあること自体が不思議なことなのですが、テレビや

新聞でこのことを殆ど取り上げないことも不思議のひとつです。なのに、福

島原発の周辺でプルトニウムが検出されたことには大騒ぎしています

が・・・・・・。 

 これと同じように、福島原発事故で放出された放射性物質は世界中に拡散

されていることは事実であり、世界各国に迷惑を及ぼしていることも事実で



す。放射性物質の拡散は距離の二乗に反比例しますので、距離が遠くなれば

なるほど影響が小さくなります。しかし、放射線は未だ解明されているもの

ではなく、果たしてどの程度の放射線量なら人体に影響がないか、という点

では明確に答えることはできる人はないでしょう。 

 ゆえに、より安全な規制値となるのは当然のことで、また、「ただちに人体

に影響がない」というような中途半端な言い方になるのもやむをえないのか

も知れません。 

 確実に言えることは、放射線は「浴びる」より「浴びない」方がいいこと

に間違いはありません。   Ｈ２４年１０月 

 

（参考：私見）ヒロシマが早く復興できた理由は、リトルボーイが、ヒロシ

マのかなり上空で爆発したため、放射線が気流にのって全世界に拡がり、比

較的はやく広島に人が住めるようになったためで、福島の場合は、ヒロシマ

の原爆より数十倍の放射線量であるのと、ヒロシマの原爆（原子爆発）は空

中爆発でしたが、福島は地上での水素爆発（水爆）であるため、放射線が拡

散せず、地域に残留したため、自然減衰するには、約１０万年かかるといわ

れています。残留放射線は、人工的に減衰できないため、除染の作業は、放

射性物質を右から左に、移動させるだけになり、場合によっては、除染の作

業は、放射性物質を、日本全国にひろげて、日本全体を放射線で汚染させる

結果になる可能性があります。拡散させないよう、コンクリートなどで固め



て地下に埋める方法も提案されましたが、日本学術会議は、日本は地震国の

ため、安全な場所は決められないと報告しています。福島の事故の放射線の

影響はヒロシマより、かなり深刻です。水爆実験も、地上では、残留放射線

を考えて、地下核実験になっていますが、地下核実験も、地下に、長期間放

射性物質が残留するため将来、地震などで、地上にあらわれると、深刻な問

題となります。アメリカの各実験の場所は、法律によりその都度公表されて

いますが、ロシア、イギリス、フランス、中国なども、地下核実験している

はずですが、地下核実験の日時や場所などは、軍事秘密として、公表されて

いません。原水爆をもつ核保有国は、精度管理が必要となります。臨界前実

験のみでは、不正確なため、時々、定期的に核実験をしなければならなくな

ります。世界中に、放射線に汚染されている場所は毎年確実に増えているは

ずです。このままでは、数百年後には、地球上は、放射線だらけとなって人

が住めなくなる可能性があります。もし、地震などの、地殻変動が起こって、

放射性物質が地上に現れた場合、地域の深刻な問題となります。中国が核を

もつからということで、対抗して、日本も持つほうがいいという考え方は、

将来の保守費用を考えないで、不要な道路をつくる政策と同様ですが、原水

爆を持つことは、定期的な核実験が必要となりますので、日本の放射線汚染

地域を増やすことになり、無計画な道路建設以上に、重要な問題です。フラ

ンスのように、自国でしないで、遠く離れた太平洋で核実験することもでき

ないと思います。地震国日本は、核兵器はもちろん、原発も向いていないと



思います。尖閣諸島の領土の問題も、あれだけ中国が問題にしているのに、

領土問題なしといっているのも、子供たちには、理解できないことです。日

清戦争のときに日本にとられたと、中国の人たちが主張されているなら、領

土の問題も、歴史的にどの時期からだと、相手としっかり議論したほうがい

いのではないでしょか？海底の埋蔵資源の欲に目がくらんでいるなら、中国

や台湾と共同開発すればいいことではないでしょうか？最近、軍艦を投入す

る話もでていますが、こんなことで、戦争になるようなら、子供たちに申し

訳ないと思いますが。日本政府がいう、昭和時代の中国の地図では、日本名

だからというレベルの主張では、説得力がないようです。聞いている人がほ

とんどいない国際連合で、領土問題はないと、一生賢明演説している日本の

首相のすがたも、子供たちにはわからないでしょう。自分の家の境界線はお

隣の人と話しあわないで、かってに、ここまでうちの土地だといいはるのも、

おかしな理屈です。原発の問題をどのように取り扱うか、目先の経済的利益

を優先させるか、子供たちの将来をどう考えるか、今、日本人は、ためされ

ているようです。日本が、中国へ侵略や太平洋戦争へと突き進んでいった原

因は、日露戦争後の国民による日比谷公会堂の焼き討ち事件などの暴動がき

っかけになったと、司馬遼太郎は指摘しています。（Ｈ２４年１０月） 

 


